
 
 
 
 

スズキ、新型小型乗用車「バレーノ」を発売 
  
 

 
 

 
 

スズキ株式会社は、ハッチバックタイプの新型小型乗用車「バレーノ」を3月9日より発売する。

1.0Ｌターボエンジン搭載車（ＸＴ）と 1.2Ｌ自然吸気エンジン搭載車（ＸＧ）の 2 機種の設定とし、

ターボエンジン搭載車は 5 月 13 日より発売する。 
 

新型「バレーノ」は、スズキの小型乗用車づくりのノウハウを駆使し、デザイン、居住性、走行

性能、安全性能など、コンパクトカーに求められる要素を高次元で調和させた、スズキが考える

理想のコンパクトハッチバックを追求したモデルである。 

流麗でエレガントなスタイリングに、ゆとりある居住空間と十分な荷室スペースを備えた

パッケージングを採用した。パワートレインは、高出力と燃費性能を両立する新開発 1.0Ｌ直噴

ターボのブースタージェット エンジンと 6 速ＡＴの組み合わせ、1.2Ｌ自然吸気のデュアルジェット

エンジンとＣＶＴの組み合わせの 2 種類とし、軽量で高剛性の新開発プラットフォームに搭載

した。しなやかで快適な乗り心地を追求した足まわりとあわせて、高い走行性能と優れた燃費

性能を実現した。 

さらに、衝突被害軽減システムをはじめとする先進の安全技術に加え、先行車との車間距離を

保ちながら自動的に加速、減速して追従走行しロングドライブをサポートする機能を採用し、装備

を充実させた。 
 

新型「バレーノ」は、インドの子会社であるマルチ・スズキ・インディア社で生産し、自社ブランド

の輸入車として日本で販売する。新型「バレーノ」は、すでにインドで販売しており、グローバル

コンパクトカーとして、日本に続いて欧州をはじめ世界の市場に展開する計画である。 

 
 

●新型「バレーノ」の主な特長 

 ① 流麗でエレガントなスタイリング 

 ② Ｂセグメントのコンパクトなボディーに、ゆとりある居住空間と荷室スペース 

 ③ 新開発のエンジンとプラットフォームによる、高い走行性能と優れた燃費性能 

④ 先進安全技術とロングドライブをサポートする機能 

 

●販売目標台数（年間）  ６，０００台 
 
 

２０１６年 ３月 ９日 

「バレーノ ＸＧ」 「バレーノ ＸＴセットオプション装着車」 



●メーカー希望小売価格（消費税８％込み） 

商品名 機種名 エンジン 駆動 変速機 

 
燃料消費率 
JC08 ﾓー ﾄ゙走行 
（km/L） 

ｴｺｶｰ減税率 

（取得税/重量税） 
価格（円） 

バレーノ 

ＸＧ 
１．２Ｌ 
ＤＯＨＣ 

吸排気ＶＶＴ 
２ＷＤ 

ＣＶＴ ２４．６ ６０％／５０％ １，４１４，８００ 

ＸＴ 

１．０Ｌ 
ＤＯＨＣ 
吸気ＶＶＴ 
直噴ターボ 

６ＡＴ ２０．０ － １，６１７，８４０ 

＊ 前輪駆動。 

＊ 価格には、リサイクル料金、保険料、税金(除く消費税)、登録等に伴う費用は含まれない。 

＊ 環境対応車普及促進税制による自動車取得税の減税措置は平成 29 年 3 月 31 日新車登録、自動車重量税の  

減税措置は平成 29 年 4 月 30 日新車登録まで。 

＊ メーカーオプション 

メーカーオプション名 設定機種 価格（円） 

セットオプション 

[本革シート表皮、フロントマルチリフレクターハロゲンフォグランプ、マルチインフォメーション 

ディスプレイ（カラー）、ステアリングオーディオスイッチ、助手席シートヒーター、フロントセンター 

アームレスト、センターコンソールボックス、センターコンソールトレー（リヤ）] 

ＸＴ １１０，１６０ 

プレミアムシルバーメタリック 3、アークティックホワイトパール塗装 全車 ２１，６００ 
 

 

新型「バレーノ」の主な特長 
 

① 流麗でエレガントなスタイリング 
 

エクステリア 

・凝縮したエネルギーを前へ解き放つイメージを表現した、ロー＆ワイドで力強くエレガント 

 なスタイリング。豊かな面表情と、繊細なラインで、上質かつ優雅な躍動感を表現。 

・幅広のフロントグリルと特徴的な縦型のヘッドランプを採用した、先進的で上質な印象の

フロントマスク。 

・シャープな印象のＬＥＤポジションランプを備えたディスチャージヘッドランプ。（ＸＴ、ＸＴ  

セットオプション装着車） 

・先進的なイメージを演出するリヤコンビネーションランプ［ＬＥＤストップランプ］。 

・スポークタイプのスポーティーなホイールデザイン。 

＊ＸＴ、ＸＴセットオプション装着車は16インチアルミホイール、ＸＧは15インチフルホイールキャップ。 

・車体色は、「プレミアムシルバーメタリック 3」をはじめ、全 7 色を設定。 
＊オータムオレンジパールメタリック、レイブルーパールメタリック塗装車は 5 月下旬販売開始予定。 

 

インテリア 

・曲線と曲面で構成されたインストルメントパネルを中心に、優雅さ、躍動感、広がりを 

感じる上質な室内空間とした。 

・引き締まったブラック内装にメッキ、ピアノブラック塗装、シルバー加飾を施し、上質感を演出。 

・優れたホールド性を持つ、高い質感のシート。シート表皮は、本革（ＸＴセットオプション装着車） 

とファブリック（ＸＧ、ＸＴ）を用意。 

・高精細で見やすい 4.2 インチ大型カラードット液晶のマルチインフォメーションディス

プレイを採用。様々な走行関連情報やエンジンのパワー／トルクの情報などを、視覚

的にわかりやすく表示。（ＸＴセットオプション装着車） 

 



② Ｂセグメントのコンパクトなボディーに、ゆとりある居住空間と荷室スペース 
 
Ｂセグメント用の新開発プラットフォームの採用により、全長 4ｍクラスのコンパクトな 

ボディーサイズとしながら、レイアウトを効率化することで、ゆとりある居住空間と荷室 

スペースを確保したパッケージングを実現。 
 

パッケージング 

・新開発プラットフォームの採用により、2,520ｍｍのロングホイールベースと前後乗員 

間距離 805ｍｍを確保。ゆとりある居住空間を実現。 

 ・ゆったりとした居住空間を確保した上で、大容量320Ｌの荷室スペースを実現し、使いやすさ 

も追求。  
＊荷室容量はＶＤＡ（ドイツ自動車工業会）の定めたトランク容量測定値で、ラゲッジボード上段装着時の数値。 

 ・リヤシートを倒さずに 9.5 インチのゴルフバッグを横置きで積載可能。 

＊ゴルフバッグのサイズ、形状によっては積載できない場合があります。 

・6：4 分割可倒式のリヤシートと、上段、下段に装着できるラゲッジボードよって、多彩 

なアレンジを可能とした。 
 

運転のしやすさと快適性を追求 

・チルト調整量40ｍｍ、テレスコピック調整量36ｍｍのステアリング、リフト調整量 60ｍｍ 

のシートリフターにより、最適な運転ポジションを設定可能。 

・ロングホイールベースながら、最小回転半径4.9ｍを実現。 

・シートバックと座面を温める、運転席シートヒーターを標準装備。 
＊ＸＴセットオプション装着車は、助手席シートヒーターも装備。 

 

③ 新開発のエンジンとプラットフォームによる、高い走行性能と優れた燃費性能 
 

 ・新開発Ｋ10Ｃ型ブースタージェット エンジンと 6 速ＡＴ、Ｋ12Ｃ型デュアルジェット 

エンジンと副変速機構付ＣＶＴを組み合わせたパワートレインを、軽量化と高剛性を両立

する新開発プラットフォームに搭載。さらに、しなやかさとしっかり感を追求したサス

ペンションにより、高い走行性能と快適な乗り心地を実現した。 

・高効率なパワートレインや、優れた空力性能などで1.0Ｌターボエンジン搭載車は20.0ｋｍ／Ｌ※、 

1.2Ｌ自然吸気エンジン搭載車は 24.6ｋｍ／Ｌ※の燃費性能を達成した。 

※燃料消費率 JC08モード走行（国土交通省審査値） 

 

新開発 Ｋ１０Ｃ型ブースタージェット エンジンを搭載 

・燃費とパワーを両立する 1.0Ｌ直噴ターボエンジンを新開発。直噴化と過給器（ターボ） 

により、1.0Ｌの小排気量ながら、1.6Ｌ自然吸気エンジン相当の高出力、高トルクを 

実現。街乗りから高速走行まで、幅広いシーンで扱いやすく優れた性能を発揮。 

 ・トランスミッションは、ダイレクトなシフトレスポンスを味わえる 6 速ＡＴを採用。

さらに、6 速マニュアルモード付パドルシフトを備えた。 

 

Ｋ１２Ｃ型デュアルジェット エンジンを搭載 

・高い次元で優れた燃費と力強い走りを両立する、デュアルインジェクションシステムを 

採用した自然吸気エンジンを搭載。 

・トランスミッションは、低速域での加速性能と高速域での燃費向上を両立する副変速機構 

付ＣＶＴを採用。 

 

 



軽量で高剛性  Ｂセグメント用の新開発プラットフォーム 

・軽量化と高剛性を両立した、Ｂセグメントの小型乗用車用 新開発プラットフォームを新型 

バレーノから初採用。今後、この新開発プラットフォームを国内及び海外のＢセグメント

車に展開する。 

・軽量化による燃費性能の向上、居住性と積載性の両立に加え、走行性能の向上にも大きく貢献。 

・ボディーやエンジン、足まわりにいたるまで軽量化を徹底し、車両重量 910ｋｇ（ＸＧ）を 

達成。 
 

サスペンション 

・欧州で徹底して走り込み、応答性が高く安定感のある操縦性とロングドライブでも 

快適でしなやかな足まわりを追求。 

・サスペンションフレーム構造を最適化し、軽量化と高剛性を両立。 

・フロントおよびリヤサスペンションにスタビライザーを採用。 

 

空力性能と静粛性 

・デザイン性を重視しながら、空力性能を追求し燃費向上に貢献。さらに、高剛性ボディー 

を基本に、効果的な防音、防振対策を施し、優れた静粛性を実現。 

 

④ 先進安全技術とロングドライブをサポートする機能 
 

 ・ミリ波レーダー方式による衝突被害軽減システム レーダーブレーキサポートⅡ（ＲＢＳⅡ） 

を標準装備。前方衝突警報機能、前方衝突警報ブレーキ機能、前方衝突被害軽減ブレーキ 

アシスト機能、自動ブレーキ機能を備え、安全機能を充実させた。 

 ・先行車との速度差や車間距離を測定し、あらかじめ設定した速度（約40ｋｍ／ｈ～約100ｋｍ／ｈ） 

で先行車との車間距離を保ちながら自動的に加速、減速し追従走行する、アダプティブ 

クルーズコントロール（ＡＣＣ）を標準装備。 

 ・衝突時の衝撃を効率よく吸収、分散する軽量衝撃吸収ボディー[ＴＥＣＴ]を採用。新開発 

プラットフォームにより、優れた衝撃吸収性を発揮。 

 ・スリップや横滑りを抑えるＥＳＰⓇを装備。 ＊ＥＳＰは Daimler AG の登録商標 

 ・坂道で車両の後退を抑制する、ヒルホールドコントロールを装備。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


